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　令和６年能登半島地震及び令和６年奥能登豪雨における被災者の住宅再建を支援する「いしかわ
型復興住宅」モデルプランについて住宅会社や関連団体へ直接相談できます。

　■相談会実施内容
　・モデルプラン集に掲載している住宅会社との個別相談
　・住宅金融支援機構による資金相談
　・修理、建替え等業者依頼相談
　・市職員等による住宅再建支援制度の説明　等
　■開催日時　令和７年８月 31 日（日）　午前 10 時から午後３時まで
　■開催場所　珠洲市産業センター　２階会議室
　住宅の再建をお考えの方やお悩みの方はぜひこの機会にご相談ください。

■問い合わせ　環境建設課建築住宅係　☎ (82)7756

「いしかわ型復興住宅」モデルプラン集相談会の開催「いしかわ型復興住宅」モデルプラン集相談会の開催

　令和８年１月以降、応急仮設住宅（建設型・賃貸型）の入居期間（最長２年）の満了を迎えます。
　住まいの再建状況等により、入居期間の延長（最長１年）が認められます。
　詳しくは、送付する書類をご確認ください。※延長を希望されない方も必ず提出が必要です。

　■送付対象者　応急仮設住宅にお住まいの方（世帯主）
　■案内送付時期　入居時期等に合わせて順次発送します。
　■提出期限　送付書類をご確認ください。
　■延長するための要件　（例）住宅の再建・修繕が完了していない、次の家が見つからない、
　　　　　　　　　　　　　　 復興公営住宅に入りたい　など　
                                           ※詳細は送付書類をご確認ください。

【地震】応急仮設住宅の入居期間延長【地震】応急仮設住宅の入居期間延長

■問い合わせ　環境建設課建築住宅係　☎ (82)7756
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　「家財搬出」や「被災家財の処分」などのボランティアのご依頼は、原則８月 20 日（水）で受付
を締め切ります。　ボランティア活動は９月末までに完了をめざします。

　■受付時間　午前９時から午後３時まで（土、日、祝日を除く）
　　　　　　　８月 15 日（金）受付可、ボランティア活動休み
　　　　　　　８月 16 日（土）電話受付のみ可、ボランティア活動休み
　　　　　　　８月 17 日（日）電話受付のみ可、ボランティア活動休み
※８月 21 日（木）以降は、下記までご相談ください。

珠洲市災害ボランティアセンター珠洲市災害ボランティアセンター

■問い合わせ　珠洲市災害ボランティアセンター　☎ 070(4481)7826・070(3993)1042
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　補助上限額を引き上げました。
　■補助上限額　250 万円　→　300 万円

■問い合わせ　環境建設課建築住宅係　☎ (82)7756
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　■未申請の方
　　今年度の事業の申請は８月・10 月・11 月に予定しています。

　　申請件数を把握する必要があるため、再建の目途が立たない等で申請をためらっている方も、

　　まずは８月中に一度窓口にご相談ください。

　■申請済の方
　　物価上昇等による事業費の増額や事業の着工・完了の遅れがある方は手続きを行いますので、

　産業振興課までご連絡ください。

　■申請対象　被災した農業用施設・機械等の所有者又は利用者で販売実績のある方

　■支援内容　被災した農業用施設、機械の復旧にかかる修繕や再取得費用の助成

　　　　　　　  補助率９/ １０（※補助率は助成内容により異なります）

　■申請手続　現地相談窓口（珠洲農林事務所　☎ 0120-338-760　要電話予約）や市へご相談

　　　　　　　ください。

　■注 意 点　本事業は原形復旧が基本です。原形復旧を超える範囲の費用は自己負担になります。

　　　　　　　  本事業により復旧した建物・機械は、保険・共済への加入が求められます。

【地震】農業機械再取得等支援事業補助金【地震】農業機械再取得等支援事業補助金

■問い合わせ　産業振興課　☎ (82)7767

未申請の方
８月中に相談を

【地震】被災住宅耐震改修等工事費補助金【地震】被災住宅耐震改修等工事費補助金 上限額引き上げ

　補助割合および補助上限額を拡充しました。　
　■補 助 割 合　5 分の 4　→　6 分の 5　
　※ただし、対象経費から 50 万円控除後
　■補助上限額　919 万 9 千円　→　958 万 3 千円

■問い合わせ　環境建設課建築住宅係　☎ (82)7756

【地震】被災宅地等復旧支援事業補助金【地震】被災宅地等復旧支援事業補助金 支援を拡充

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら
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総務課

環境建設課（林道班）

応援職員に関する業務を担当しています。

珠洲の林道復旧のため、毎日頑張っています！

吉尾さん
（石川県）

珠洲の復旧・復興のため、たくさんの仲間がかけつけました
市役所に中長期で応援に来ている職員を紹介します！

全国からの応援職員  vol.11全国からの応援職員  vol.11

北村さん
（滋賀県）

堀井さん
（京都府）

内海さん
（岡山県）

危機管理室

前川さん
（石川県）

義援金や支援金を担当しています。

武田さん
（清須市）

前田さん
（函館市）

西田さん
（熊本県）

末松さん
（山梨県）

山下さん
（宮崎県）
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環境建設課（河川班）

道路の復旧業務を担当しています。

珠洲市の美しい河川を僕たちが
取り戻します！！

上村さん
（熊本市）

阿部さん
（千葉市）

辰馬さん
（石川県）

清田さん
（熊本市）

堀込さん
（高崎市）

岩田さん
（福井市）

潟山さん
（石川県）

三谷さん
（福井県）

金山さん
（神戸市）

岸上さん
（福井県）

珠洲のみなさん、よろしくお願いします！珠洲のみなさん、よろしくお願いします！
一緒に頑張りましょう！一緒に頑張りましょう！

後藤さん
（千葉県）

大澤さん
（埼玉県）

環境建設課（道路班）

西澤さん
（福井県）

野川さん
（長野市）

赤堀さん
（浜松市）

来月は、全国からの応援職員 vol.12 を掲載します来月は、全国からの応援職員 vol.12 を掲載します

有馬さん
（千葉市）
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循環器病を予防しよう！
～８月 10 日は「健康ハートの日」～

　8 月 10 日が 810（ハート）と読めることから、1985 年にこの日を「健康ハートの日」とすることを日本心臓財団が
提唱しました。
　みなさんも暑い夏の一日に、毎日休みなく働いている心臓を思いやり、健康について考える「こころとからだの休日」
として過ごしませんか。

珠洲市では循環器病で亡くなる方が多い！？

　珠洲市では、県・国平均と比べて心臓病や脳卒中で亡く
なる方の割合が高くなっています。これらの疾患は、循環
器病（心臓や血管の病気）に含まれ、予防することができ
ます。

問い合わせ
健康増進センター
☎（８２）７７４２

　慢性的な頭痛や疲労、肩こりや腰痛、気分がすぐれない、不眠などが原因で、集中力が低下し効率的に仕事が進
まないなど、「なんとなく不調」という状態はありませんか？
　このような状態を改善する方法として、運動がすすめられています。運動をすることで、睡眠の改善、やる気がでる、
ストレスが解消される、慢性的な痛みが緩和する、満たされた気分になる、などの効果が得られます。お昼休みや
仕事の休憩時間を使って、日頃から「ちょっと」体を動かすことを心がけてみましょう。

「なんとなく不調」

▶運動例　

問い合わせ
健康増進センター　☎（８２）７７４２

～こんな症状ありませんか？～

仕事の合間に５分程度の
ストレッチをする。
昼休みに 10 分程度の体操
をする。

移動には階段を積極
的に使う

お昼休み時間や移
動時は 10 分程度
歩行する

主たる死因の状況（令和６年度）
死因 珠洲市 県 国

悪性新生物（がん） 37.5％ 48.9％ 48.6％
心臓病 36.3％ 28.6％ 29.3％
脳疾患 19.6％ 14.7％ 13.5％
糖尿病 2.4％ 2.1％ 2.0％
腎不全 1.8％ 3.1％ 3.9％
自殺 2.4％ 2.5％ 2.7％

　出典：国保データベース (KDB) システム ｢地域の全体像の把握｣

血管を大切にしよう！

　循環器病を予防する方法はとてもシンプルです。それは、
若いうちから生活習慣を意識しすることです。
健康的な生活習慣を続けていれば、血管も年齢に応じて
ゆっくりと自然に変化していきます。しかし、過食、運動
不足、喫煙、多量飲酒など、不健康な生活習慣を続けると、
実年齢以上に血管の老化を加速させ、動脈硬化を招いてし
まい、循環器病のリスクが高まります。
血管を大切にするために、自分自身の生活習慣を振り返っ
てみませんか。健康診査をまだ受けていない方はぜひ受診
しましょう。
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■集団健診（会場：健康増進センター）

受けましたか？健康診断
後期高齢者医療保険加入者・40 歳以上の国民健康保険加入者のみなさん後期高齢者医療保険加入者・40 歳以上の国民健康保険加入者のみなさん

●受付時間は９時～ 10 時 30 分です　●受診の際、自己負担はありません
●広報すず６月号と一緒に配布した「健診・がん検診のお知らせ」についているはがきで、健診希望日の 14 日前
　までに申し込みください。（後日、健診票を送付します。）
●健診票・受診券・マイナ保険証（資格確認書でも可）を忘れた場合、受診できない場合がありますので、忘れず
　にお持ちください
●県内に避難している方も避難先で受診することができます。避難先で健診（集団健診）を受けたい方は市民
　課医療保険・年金係までお問い合わせください。

●期間は８月～11 月ですが、医療機関によって実施日が異なりますので、受診前に各医療機関へお問い合わせください。
●受診時の自己負担はありません  ●受診時は、受診券・質問票・マ イ ナ保険証（資格確認書でも可）をお持ちください

　受診券がお手元に届いた場合でも、健診受診時に他の健康保険に変わった場合は
　受診できませんので、ご注意ください

■個別健診（希望する医療機関に電話で予約）
医療機関名

珠洲市総合病院
小西医院
田中クリニック
なかたに医院

電話番号
☎（８２）１１８１※健診室に予約

☎（８２）６８００
☎（８２）０５００
☎（８２）８３３３

医療機関名
みちした内科クリニック
小木クリニック
升谷医院

電話番号
☎（８２）０８７７
☎（７４）１７１１
☎（７２）１１５１

受診券のこと　■市民課医療保険・年金係　☎（８２）７７４１
健診のこと　　■健康増進センター　　　　☎（８２）７７４２問い合わせ

  着衣に着火した場合の対処法
　着衣に着火した場合、水をかぶる、水をかけるといった消火方法は効果的です。周囲に水がない場合は、
「ストップ、ドロップ＆ロール」（止まって、倒れて、転がって）が 有効な対処法です。

問い合わせ　■珠洲消防署　☎（８２）０２４７

花火による着衣着火火災に注意！花火による着衣着火火災に注意！
　近年の着衣着火火災では、おもちゃ花火を人に向けたことや、風向きにより火の粉が着衣にかかり発生した事
例があります。着衣が燃えるとパニックに陥る場合が多く、消火が遅れると重度の火傷で死に至る場合があります。
高齢者や子どもに対しては、周りの人が気をつけることが重要です。
　風のある日に屋外で何かを燃やすときは、着衣に着火するとすぐに燃え広がるため注意してください。

「ストップ」止まって「ストップ」止まって11
慌てて走ってはいけませ
ん。走ることで風が起こ
り火が消えづらくなりま
す。

「ドロップ」倒れて「ドロップ」倒れて22
地面に倒れこみ、燃えて
いるところを地面に押し
付けるように体と地面を
くっつけます。

「ロール」転がって「ロール」転がって33
地面に倒れたまま、左右
へ転がります。空気を遮
断することで窒息消火の
効果があります。

・上記のほか、顔に手を当てて顔のやけどを防ぎましょう。
・着衣の火が消えた後はすぐに消防署（119）へ通報してください。

実
施
日
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10 月   2 日（木）
11 日（土）
24 日（金）

11 月   3 日（月・祝）
16 日（日）
28 日（金）

  9 月 28 日（日）
　女性のみ受診可
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CAMERA NEWSカメラニュース

  

　７月５日・６日、夏の始まりを告げる「江差かもめ島まつり」が開催されました。
　今年は、北前船をイメージしたボートに１チーム８人が乗り込み、海上に決
められたコースの往復タイムを競い合う「北前船競漕大会」が６年ぶりに開催
され、多くの参加者と応援団で賑わいを見せました。
また、江差高等学校３年生による江差餅つき囃子などの伝統芸能披露・函大有
斗高校マーチングバンドによる演奏などが、かもめ島上で行われ、町内外から
訪れた多くの方で賑わいました。

～江差に夏到来～
江差三大祭り「第 72 回江差かもめ島まつり」開催281

珠洲市と友好都市提携を結んでいる
北海道江差町の話題を紹介します。

江差

　目玉イベントの花火大会では、1,400 発の色鮮やかな花火が打ち上げられました。

特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパンとの
包括連携協定締結式

　ピースウィンズ・ジャパンとの包括連携協定締結式が行われました。
　泉谷市長は「発災直後の過酷な状況にも関わらず、人命救助や捜索・医
療支援・搬送など迅速に対応いただきました。また、見守りなど、心と身
体のケアを現在も行っていただいています。大切な珠洲市民の命を救って
いただきましたし、守っていただきました。協定締結を機に、共に復旧・
復興を成し遂げてまいりたいと考えています。」と挨拶しました。
　大西代表理事は「今回の震災で経験されてきたことを今後、震災が起こ
るかもしれない地域の復旧・復興に活かしていけるよう、お力添えを賜り
たいです。」と挨拶しました。
　本協定は被災者の暮らしや医療・福祉・介護予防など、多様な分野の支
援において、相互に協力・協働し、復旧・復興の推進を図ることを目的と
しています。

６／13
（金）

独立行政法人都市再生機構（UR 都市機構）との
令和６年能登半島地震における復興公営住宅整備に係る基本協定締結式

　能登半島地震における復興公営住宅整備に係る基本協定締結式が行われ
ました。
　泉谷市長は「復興公営住宅の快適さはもちろんですが、景観にも配慮し
た魅力ある住宅とすることが重要です。連携協定を締結させていただいた
ことは、ありがたく・心強く感じています。」と挨拶しました。
　石田会長は「珠洲市が抱えられている課題に向けて、我々が協力し、想
いを新たに頑張っていきます。」と挨拶しました。
　本協定は被災者の安定した暮らしの早期再建を図るため、相互に協力し
て住宅を整備するための基本的な事項を定めることを目的としています。

６／20
（金）

６年ぶりの北前船競漕大会
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　山曉子 さん
大正 14 年６月 30 日生まれ（飯田町）

　泉谷市長から長生きの秘訣を聞かれると「小さい頃
は 身 体 が 弱 か っ た が 、 飯 田 に 嫁 い で き て 、 飯 田
の水が良かった」と笑顔で答えた西山さん。100 歳お
めでとうございます。

尾重靜子 さん
大正 14 年６月 24 日生まれ（若山町）

　旅行が好きな尾重さん、泉谷市長が長寿の秘訣を聞
くと「食べることが大好き」と答え、また祝福され、「最
高です。」と答えていました。100 歳おめでとうござい
ます。

祝１００歳 めでたく百歳を迎えられたみなさんを
泉谷市長が訪ね、長寿を祝いました。

7／1
（火）

社会を明るくする運動
内閣総理大臣メッセージ伝達式

６／28
（土）

おやこクッキングを開催

　健康増進センターでおやこクッキングが開催されました。親子５組が参加し、
ピザ、フルーツポンチ作りに挑戦しました。調理の説明から身を乗り出して興
味津々の子どもたちは、生地をこねる、のばす、野菜や果物を切るなどの工程
を真剣に楽しく取り組みました。完成したピザはハート型や顔型など、どれも
個性あふれる仕上がりで、見た目にも楽しく、おいしく出来あがりました。

7／8
（火）

市内 10 地区で
移動測定会を行いました

　市内 10 地区をまわり、移動測定会、熱中症についての講話、運動教室を実施
しました。参加された方には、体組成計の測定結果についてご説明し、また個別
の健康相談も受けました。
　「いつものことだから…」と思っている症状でも、注意が必要なこともあります。
今年の夏も暑さが大変厳しくなっていますので、水分補給や休息、ご自分の体調
や健康には十分気を付けて過ごしましょう、とお話しました。

　「社会を明るくする運動」の強化月間に合わせて、内閣総理大臣のメッセージ伝
達式が行われました。
　社会を明るくする運動は、犯罪や非行のない地域社会を築こうとする運動で昭
和 26 年に始まり、今回で 75 回目を迎えます。保護司の葛原さんが内閣総理大臣
のメッセージを代読し、泉谷市長と番匠市議会議長に手渡しました。

　覀
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可
決
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案

［
予
算
］

■
一
般
会
計

　
２
６
億
８
、０
４
９
万
７
千
円
を
増
額

し
累
計
で

１
、０
８
２
億
８
、０
４
９
万
７
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

［
主
な
内
容
は
左
記
の
と
お
り
］

■
水
道
事
業
会
計

　
３
億
２
９
５
万
６
千
円
を
増
額
し
、
累

計
で
30
億
５
、４
１
９
万
６
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
会
計

　
６
億
２
、３
２
２
万
２
千
円
を
増
額
し
、

累
計
で
75
億
６
、１
６
１
万
９
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

［
条
例
］

■
珠
洲
市
定
住
促
進
空
き
家
活
用
住
宅
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
使
用

不
能
と
な
っ
た
建
物
を
、
定
住
促
進
空
き

家
活
用
住
宅
か
ら
除
外
し
ま
し
た
。

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基

準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
準
じ
て
、

選
挙
長
等
の
報
酬
の
額
を
引
き
上
げ
ま
し

た
。

［
そ
の
ほ
か
］

■
令
和
６
年
奥
能
登
豪
雨 

市
道
７
２
６

号
線
緊
急
復
旧
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い

て
　

予
定
価
格
１
億
５
、０
０
０
万
円
以
上

の
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
議
決
を
得

ま
し
た
。

■
「
議
決
事
項
の
一
部
変
更
」
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
第
２
回
珠
洲
市
議
会
３
月
定

例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
令
和
６
年
奥

能
登
豪
雨 

堆
積
土
砂
排
除
工
事
（
そ
の

２
）
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
土
砂
の
受
入

れ
先
が
変
更
と
な
り
、
敷
き
均
し
作
業
が

不
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
減
額
の
変
更
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。

■
清
水
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
本
市
の
辺
地
対
策
を
よ
り
一
層
有
効
か

つ
適
切
に
推
進
す
る
た
め
、
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

承
認
さ
れ
た
市
長
提
出
報
告

■
専
決
処
分
の
報
告
（
令
和
６
年
度
の
一

般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介

護
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
賃
貸
住
宅
事
業
特
別
会
計
、
病

院
事
業
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
下
水
道

事
業
会
計
）

　

合
わ
せ
て
90
億
６
、９
６
９
万
１
千
円

を
減
額
し
、
令
和
６
年
度
の
全
会
計
予
算

は
、
１
、１
５
０
億
６
、３
２
３
万
４
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

■
専
決
処
分
の
報
告
（「
珠
洲
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
中

小
事
業
者
等
が
取
得
し
た
一
定
の
機
械
・

装
置
等
に
係
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

一般会計補正予算の主なもの（歳出・増額）

・珠洲市震災復興基金積立金 14 億 9,865 万１千円

・光ファイバ 整備事業費 ２億 1,000 万円

・被災宅地等復旧支援事業費 １億 8,398 万円

・個人設置型浄化槽復旧事業費 １億円

・国定公園に係る令和６年災害復旧事業費 １億円

・中央霊苑に係る令和６年災害復旧事業費 3,500 万円

・ＤＸ推進事業費 3,260 万２千円

・地域防災計画改訂費用など災害対策費 2,809 万５千円

・金沢大学能登学舎に係る令和６年災害復旧事業費 2,703 万８千円

・民間建立慰霊碑移設等事業費 2,000 万円

議決・同意事項

一
般
会
計
で

　

２
６
億
８
、０
４
９
万
７
千
円
を
増
額

市
長
提
出
議
案
８
件
を
可
決
、報
告
11
件
を
承
認
、諮
問
１
件
に
同
意
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課
税
標
準
の
特
例
措
置
を
延
長
す
る
な
ど
、

所
要
の
規
定
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
専
決
処
分
の
報
告
（
珠
洲
市
本
社
機
能

立
地
促
進
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課
税

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
）

　
地
域
再
生
法
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
課
税
特
例
の
期
間
を
延
長
し
、

対
象
施
設
を
追
加
す
る
な
ど
、
所
要
の
規

定
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
専
決
処
分
の
報
告
（
珠
洲
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
）

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割

額
を
軽
減
す
る
所
得
判
定
基
準
に
つ
い
て
、

所
要
の
規
定
を
改
正
し
ま
し
た
。

同
意
さ
れ
た
市
長
提
出
諮
問

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
板
谷
啓
子
委
員
、
谷
内
口
英
明
委
員
が

本
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、
後
任
と
し
て
塩
井
一
仁
氏

（
正
院
町
）、
江
端
良
和
氏
（
三
崎
町
）
の

両
氏
を
推
薦
し
、
同
じ
く
９
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
寺
井
一
也
委
員
、

重
政
ま
ち
子
委
員
、
高
井
ひ
ろ
み
委
員
に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
推
薦
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

「
令
和
９
年
度
に
約
１
５
０
戸
、
令
和
10
年
度
に
約
２
３
０
戸
、

令
和
11
年
度
に
約
３
１
０
戸
を
整
備
し
て
い
き
た
い
」

「
復
興
公
営
住
宅
」に
つ
い
て
泉
谷
市
長
が
答
弁

６
月
17
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
議
長
を
除
く
す
べ
て
の
議
員
が
、
議
案
に

関
す
る
質
疑
や
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
主
な
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一般質問ト
キ
放
鳥

　
能
登
地
域
で
の
ト
キ
の
放
鳥
は
、
復
興

に
向
け
た
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　
本
年
７
月
頃
ま
で
に
具
体
的
な
放
鳥
場

所
が
選
定
さ
れ
、
来
年
の
令
和
８
年
６
月

頃
に
は
、
初
回
の
放
鳥
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
に
よ

る
生
き
物
観
察
会
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
を
継

続
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ト
キ
の
餌

と
な
る
多
様
な
生
き
物
を
増
や
す
た
め
の

魚
道
や
江
を
整
備
し
、
化
学
肥
料
や
農
薬

を
５
割
以
上
低
減
す
る
環
境
保
全
型
農
業

を
拡
大
す
る
な
ど
、
ト
キ
放
鳥
の
実
現
と
、

自
然
と
共
生
す
る
持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
て
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
こ
う
し
た
本
市
の
取
り
組
み

を
、
改
め
て
市
内
外
へ
広
く
発
信
す
る
と

と
も
に
、
観
察
す
る
際
の
マ
ナ
ー
の
周
知

や
、
環
境
保
全
に
つ
い
て
、
看
板
の
設
置

も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
能
登
地
域
ト
キ
放
鳥
受
入
推
進

協
議
会
に
お
い
て
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
専
門

委
員
会
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
本
市
と
し

て
も
、
県
を
は
じ
め
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
等
と

連
携
し
な
が
ら
、
ト
キ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し

た
ブ
ラ
ン
ド
米
な
ど
、
付
加
価
値
の
向
上

や
販
路
の
開
拓
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
次
に
、
放
鳥
に
向
け
た
仮
設
ケ
ー
ジ
の

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
能
登
地
域
ト
キ

放
鳥
受
入
推
進
協
議
会
に
お
い
て
調
査
・

検
討
が
行
わ
れ
た
う
え
で
、
決
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
営
巣
林
に
つ
い
て
は
、
能
登
地

域
ト
キ
放
鳥
受
入
推
進
協
議
会
に
お
け
る

営
巣
モ
デ
ル
林
の
選
定
基
準
で
は
、
水
田

に
近
い
高
木
林
で
営
巣
さ
れ
や
す
い
と
の

こ
と
で
あ
り
、
三
崎
町
粟
津
地
区
の
林
は

営
巣
林
と
し
て
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　
次
に
、
鳥
獣
保
護
区
に
つ
い
て
は
、
ト

キ
は
、
鳥
獣
保
護
法
、
種
の
保
存
法
、
文

化
財
保
護
法
の
３
つ
の
法
律
に
よ
っ
て
捕

獲
等
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

　
鳥
獣
保
護
法
に
お
け
る
、
国
や
県
に
よ

る
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
ト
キ
放
鳥
推
進
モ
デ
ル
地
区
で
あ
る

粟
津
地
区
で
は
、
雁
の
池
が
県
の
鳥
獣
保

護
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
粟
津
川
流

域
の
水
田
や
林
ま
で
は
指
定
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
粟
津

地
区
で
の
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
に
つ
い
て
、

国
や
県
に
相
談
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
次
に
、
国
特
別
天
然
記
念
物
の
コ
ウ
ノ

ト
リ
に
つ
い
て
は
、　
本
年
２
月
頃
か
ら
、

兵
庫
県
豊
岡
市
で
令
和
４
年
５
月
22
日
に

ふ
化
し
た
雌
の
飛
来
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

３
月
に
は
、
福
井
県
小
浜
市
で
令
和
４
年

４
月
11
日
に
生
ま
れ
た
雄
と
と
も
に
、
水

田
で
餌
を
つ
い
ば
む
様
子
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
４
月
に
は
、
こ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

つ
が
い
が
三
崎
町
地
内
の
電
柱
の
上
で
営

巣
し
て
い
る
の
を
確
認
し
て
い
る
が
、
感

電
や
周
辺
地
域
の
停
電
の
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
２
度
の
撤
去
が
行
わ
れ
、
こ

の
つ
が
い
は
別
の
場
所
に
移
っ
た
と
見
ら

れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
５
月
に
は
、
三
崎
町
地
内
の

別
の
場
所
で
、
こ
の
つ
が
い
に
よ
る
営
巣

と
、
珠
洲
市
で
は
初
め
て
の
産
卵
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
北
陸
電
力
送
配
電
株

式
会
社
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
電
柱
の
送

電
を
遮
断
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
営
巣
と
産
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卵
は
、
こ
れ
ま
で
本
市
が
進
め
て
き
た
、

自
然
と
共
生
す
る
珠
洲
市
に
向
け
た
取
り

組
み
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
な
お
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
大
き
な
音
を
嫌

う
こ
と
や
、
繁
殖
期
に
人
が
近
づ
く
と
、

巣
作
り
や
子
育
て
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
巣
に
は
近
づ
か
ず
、

静
か
に
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
た
び
の
営
巣
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
雛

が
巣
立
っ
た
あ
と
に
除
去
す
る
予
定
で
あ

り
、
今
後
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
安
全
な
生
育

と
安
定
し
た
送
電
を
考
慮
し
、
専
門
家
の

意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
人
工
巣
塔
の
整
備

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

復
興
公
営
住
宅

　

建
設
型
応
急
仮
設
住
宅
に
つ
い
て

は
、
豪
雨
災
害
を
含
め
た
必
要
戸
数
１
、

７
４
０
戸
が
完
成
し
て
い
る
が
、
中
に

は
ご
自
宅
の
修
繕
や
新
築
の
完
了
に
伴

い
、
既
に
退
去
さ
れ
た
方
も
い
る
。
本

来
、
応
急
仮
設
住
宅
は
、
被
災
さ
れ
た
方

の
た
め
の
住
宅
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
空
き

室
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
使
用
料
を
徴

収
し
た
う
え
で
貸
与
で
き
な
い
か
、
国
や

県
に
要
望
を
続
け
て
き
た
。
こ
の
度
、
条

件
を
満
た
せ
ば
、
応
急
仮
設
住
宅
の
目
的

外
使
用
が
可
能
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
今
後
、
国
や
県
と
協
議
し
、
実
現

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
復
興
公
営
住
宅
の
入

居
資
格
要
件
と
し
て
は
、
本
年
３
月
に
策

定
し
た
「
珠
洲
市
復
興
公
営
住
宅
整
備
方

針
」
に
記
載
の
と
お
り
、
災
害
に
よ
り
住

宅
を
失
っ
た
世
帯
で
、
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
世
帯
を
対
象
と
し
て
お
り
、
低
廉
な

家
賃
で
の
供
給
を
計
画
し
て
い
る
。

　
な
お
、
国
の
家
賃
低
廉
化
助
成
に
よ
り
、

復
興
公
営
住
宅
の
整
備
に
係
る
本
市
の
起

債
償
還
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。

　
ま
た
、
家
賃
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、

法
律
に
基
づ
い
て
「
家
賃
算
定
基
礎
額
」、

「
市
町
村
立
地
係
数
」、「
規
模
係
数
」、「
経

過
年
数
係
数
」、「
利
便
性
係
数
」
の
５
つ

の
要
素
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
。
こ
の
う

ち
、「
利
便
性
係
数
」
に
つ
い
て
は
、
住

宅
の
地
域
状
況
や
住
宅
設
備
な
ど
を
勘
案

し
、
決
め
ら
れ
た
範
囲
内
で
自
治
体
が
定

め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
適
切
な
家
賃

の
設
定
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
次
に
、
将
来
譲
渡
型
の
復
興
公
営
住
宅

に
つ
い
て
は
、
輪
島
市
に
お
い
て
、
本
年

５
月
に
発
表
さ
れ
た
災
害
公
営
住
宅
整
備

方
針
に
お
い
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
持

続
型
復
興
住
宅
」
と
し
て
考
え
方
が
示
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
５
世
帯
以
上
の
近
隣
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
単
位
で
自
己
所
有
地
を
市
に
無

償
提
供
し
、
そ
こ
に
整
備
し
た
公
営
住
宅

を
概
ね
10
年
程
度
経
過
し
た
後
に
入
居
者

に
有
償
で
所
有
権
を
移
転
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
公
営
住
宅
の
基

準
に
沿
っ
て
設
計
す
る
た
め
、
間
取
り
を

自
由
に
決
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
所
有
権
移

転
の
際
に
は
、
そ
の
時
点
で
の
不
動
産
評

価
額
で
買
い
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
た
め
、
結
果
と
し
て
新
築
相
当
の
費
用

が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、
本
市
と
し
て
は
、
将
来
譲

渡
型
の
復
興
公
営
住
宅
の
計
画
は
予
定
し

て
お
ら
ず
、
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
型
住

宅
ロ
ー
ン
の
活
用
な
ど
に
よ
る
再
建
を
促

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
木
造
仮
設
住
宅
の
復
興
公
営
住

宅
等
へ
の
転
用
に
つ
い
て
は
、
本
市
と
し

て
も
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
転
用
に
あ
た
っ
て
は
復
興
公
営
住
宅
の

整
備
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
２
つ
の
住
戸
を
繋
げ
て
１
つ
に
す
る

改
修
が
必
要
と
な
る
た
め
、
そ
れ
が
可
能

な
構
造
の
木
造
仮
設
住
宅
や
、
改
修
に
か

か
る
費
用
等
を
勘
案
し
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
次
に
、
復
興
公
営
住
宅
の
戸
数
に
つ
い

て
は
、
本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
珠
洲
市

復
興
公
営
住
宅
整
備
方
針
」
に
基
づ
き
、

令
和
９
年
度
に
約
１
５
０
戸
、
令
和
10
年

度
に
約
２
３
０
戸
、
令
和
11
年
度
に
約

３
１
０
戸
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
今
後
、
全
て
の
地
区
に
お
い
て
、

「
新
た
な
ま
ち
の
か
た
ち
」
の
議
論
に
お

け
る
候
補
地
を
中
心
に
建
設
用
地
を
選
定

し
、
順
次
、
測
量
設
計
を
進
め
て
い
く
。

　
供
給
・
整
備
の
手
法
と
し
て
は
、
市
が

自
ら
直
接
発
注
す
る
「
直
接
建
設
方
式
」

の
ほ
か
、
石
川
県
復
興
公
営
住
宅
建
設
推

進
協
議
会
等
の
協
定
締
結
事
業
者
が
建
設

し
た
復
興
公
営
住
宅
を
本
市
が
買
い
取
り
、

管
理
す
る
、い
わ
ゆ
る
「
買
い
取
り
方
式
」

に
加
え
、
公
募
に
よ
り
決
定
す
る
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
等
か
ら
の
買
い
取
り
も
検
討
し

て
い
る
。

　
「
買
い
取
り
方
式
」
は
、
設
計
か
ら
工

事
ま
で
一
括
し
て
発
注
す
る
た
め
、「
直

接
建
設
方
式
」
と
比
べ
、
短
期
間
で
の
住

宅
供
給
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
事
業
者

側
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か
さ
れ
た
魅
力
的
な

住
宅
を
供
給
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、「
買
い
取
り
方
式
」
を
中
心
に
整

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
で
「
買
い
取
り
方
式
」
は
工
事
監

理
を
含
め
た
一
体
的
な
発
注
と
な
る
た
め
、

参
入
可
能
な
事
業
者
が
限
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
発
注
方
式
を
、
戸
数
規
模

や
住
宅
タ
イ
プ
に
よ
り
使
い
分
け
る
こ
と

で
、
迅
速
な
整
備
・
供
給
が
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
住
宅
タ
イ
プ
は
、
内
浦
エ
リ
ア
で
は
、

土
地
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
３
階
か
ら

４
階
建
て
の
共
同
住
宅
タ
イ
プ
の
整
備
を

基
本
と
し
、
外
浦
エ
リ
ア
や
山
間
部
で
は
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地
形
の
制
約
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
１
階
か

ら
２
階
建
て
の
長
屋
ま
た
は
戸
建
て
住
宅

タ
イ
プ
の
整
備
を
基
本
と
し
て
考
え
て
い

る
。

　
な
お
、
地
区
ご
と
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
、
過
不
足
が
な
い
よ
う
、
適
宜
、
意
向

調
査
を
実
施
し
、
計
画
的
な
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
中
学
校
の
統
合

　
２
０
０
５
年
度
か
ら
２
０
０
７
年
度
に

か
け
て
設
置
さ
れ
た
「
珠
洲
市
第
２
次
学

校
統
合
問
題
検
討
委
員
会
」
で
は
、
宝
立

地
区
、
大
谷
地
区
に
お
い
て
は
、
小
中
学

校
を
併
設
と
し
、
小
中
一
貫
教
育
を
推
し

進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
や
、
緑
丘

中
学
校
区
の
６
小
学
校
に
つ
い
て
は
当

面
、
現
校
の
ま
ま
と
す
る
答
申
が
な
さ
れ

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
宝
立
小
中
学
校
は

２
０
１
２
年
度
に
県
内
初
の
小
中
一
貫
教

育
校
と
し
て
開
校
し
、
大
谷
小
中
学
校
は

２
０
１
６
年
度
に
義
務
教
育
学
校
と
し
て

開
校
し
た
が
、
緑
丘
中
学
校
下
の
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
現
状
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、
全
て
の
学
校
施
設
に
お
い

て
耐
震
化
を
施
し
て
き
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
昨
年
元
日
の
能
登
半
島

地
震
に
お
い
て
は
、
全
て
の
小
中
学
校
・

義
務
教
育
学
校
が
避
難
所
と
な
り
、
地
域

の
皆
様
の
命
を
守
る
と
と
も
に
、
１
月
11

日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、
早
期
に
、
全
て

の
小
・
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
で
、
授

業
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、
児
童
・
生

徒
の
学
び
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
小・中
学
校・

義
務
教
育
学
校
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の

人
数
が
３
８
４
名
と
な
っ
て
お
り
、
発
災

前
の
見
込
み
と
比
較
し
１
４
１
名
、
率
に

し
て
約
27
％
減
少
し
て
い
る
。

　
一
方
、
具
体
的
に
学
校
統
合
を
考
え
る

に
あ
た
り
、
３
つ
以
上
の
学
校
を
１
つ
の

学
校
に
統
合
す
る
場
合
は
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
出
入
り
や
転
回
が
現
状
の
ま
ま
で
安

全
性
が
確
保
で
き
る
学
校
が
見
当
た
ら
な

い
こ
と
や
、
緑
丘
中
学
校
を
除
い
て
、
全

て
の
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
応
急
仮
設
住

宅
が
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
難
し
い

面
が
あ
る
。
新
校
舎
を
建
設
す
る
と
な
る

と
、
用
地
の
問
題
も
あ
り
、
期
間
を
要
す

る
こ
と
と
な
る
。

　
ま
た
、
こ
こ
近
年
の
情
報
通
信
の
発
達

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
児
童
・

生
徒
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
小
規
模
校
の
課

題
を
克
服
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
現
在
、
各
校
に
お
い
て
複
数
の
学
校
間

と
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
含
め
た
交
流
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
秋
に
は
全
小

学
校
合
同
で
連
合
運
動
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
学
校
間
の
連
携
を
進
め
、
交
流
学
習

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
伝
統
・
文
化
の
継
承
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
各
地
区
の
公
民

館
活
動
や
、
地
域
の
皆
様
に
よ
っ
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
学
校
が
統

合
す
る
と
、
地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ

て
児
童
・
生
徒
を
育
み
、
地
域
に
愛
着
を

抱
い
て
い
た
だ
く
教
育
は
希
薄
に
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
し
、
地
域
か
ら
学
校
が

無
く
な
る
こ
と
で
、
地
域
の
皆
様
の
復
興

に
向
け
た
力
が
弱
ま
る
こ
と
を
危
惧
し
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
様
々
な
難
し
い
課
題
が
あ
る

中
、「
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
あ
り
方
検

討
会
」
を
組
織
す
る
う
え
で
、
前
回
の
よ

う
に
、
本
市
の
各
種
団
体
の
代
表
の
方
々

に
よ
る
構
成
で
良
い
の
か
と
い
う
想
い
も

あ
る
し
、「
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
あ
り

方
検
討
会
」
を
設
置
す
る
前
に
、
広
く
、

保
護
者
の
皆
様
や
関
係
の
皆
様
に
よ
る
議

論
の
場
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い

う
想
い
も
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
望
ま
し
い
教

育
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
を
、

遅
く
と
も
本
年
秋
頃
を
目
途
に
、
早
急
に

始
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
今
現
在
、
児
童
・
生
徒
が
学
ん

で
い
る
全
て
の
小
・
中
学
校
・
義
務
教
育

学
校
の
施
設
に
つ
い
て
は
迅
速
に
復
旧
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

見
附
島
と
今
後
の
珠
洲
市
の
観
光

　
見
附
島
の
今
後
の
活
用
策
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
み
な
ら
ず
、
石
川
県
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
見
附
島
は
、
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
地
震
に
耐

え
た
姿
は
、
ま
さ
に
震
災
か
ら
の
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

　
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
震

災
に
よ
り
被
災
し
た
見
附
島
へ
の
渡
り
石

の
復
旧
に
向
け
、
現
在
、
復
旧
工
事
に
向

け
た
測
量
業
務
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
ま
た
、
見
附
島
周
辺
の
重
要
な
観
光
施

設
で
あ
る
能
登
路
荘
に
つ
い
て
は
、
令
和

７
年
度
中
に
能
登
路
荘
の
災
害
復
旧
工
事

を
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
来
年
度

か
ら
一
般
の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
多
く
の
観
光
客
の
方
々
に
、

震
災
前
の
見
附
島
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
見
付
公
園
の
駐
車
場
に
、
見
附
島

に
関
す
る
情
報
を
表
示
し
た
看
板
の
設
置

を
計
画
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
見
附
島

が
珠
洲
市
の
復
興
を
象
徴
す
る
存
在
と
し

て
、
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
け
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
次
に
、
誘
客
に
向
け
た
現
在
の
取
り
組

み
の
状
況
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
能
登
す
ず
な

り
と
連
携
し
、
見
附
島
や
禄
剛
埼
灯
台
を

は
じ
め
、
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
や
奥
能
登
国
際

芸
術
祭
常
設
作
品
な
ど
受
け
入
れ
可
能
な

施
設
情
報
を
旅
行
会
社
へ
提
供
し
て
お
り
、

能
登
復
興
応
援
ツ
ア
ー
を
継
続
的
に
造
成

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
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ま
た
、
被
災
し
、
一
部
損
壊
し
た
禄
剛

埼
灯
台
の
フ
レ
ネ
ル
式
レ
ン
ズ
の
展
示
や

公
益
社
団
法
人
石
川
県
観
光
連
盟
と
連
携

し
取
り
組
ん
で
い
る
「
い
し
か
わ
震
災
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ

と
す
べ
く
、
公
開
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
他
、
観
光
庁
の
「
能
登
半
島
地
震

か
ら
の
復
興
に
向
け
た
観
光
再
生
支
援
事

業
」
並
び
に
「『
第
２
の
ふ
る
さ
と
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
先
駆
的
事
例
創
出
モ

デ
ル
事
業
」
を
活
用
し
た
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
の
誘
客

コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
を
図
る
と
と
も

に
、
今
後
の
観
光
を
担
う
人
材
の
育
成
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
最
終
的
に

は
観
光
関
係
事
業
者
と
一
体
と
な
っ
て
観

光
再
生
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
持
続
可
能
な

観
光
産
業
の
構
築
と
関
係
人
口
の
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

医
療
費
窓
口
負
担
の
免
除
の
延
長

　
昨
年
元
日
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
市

民
の
皆
様
の
生
活
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
本
市
と
し
て
は
メ
ン
タ
ル
を
含

め
健
康
保
持
に
は
受
診
機
会
の
確
保
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
発
災
以
降
、
国
に
お
い
て
は
、
ご
自
宅

の
罹
災
証
明
の
被
害
区
分
が
半
壊
以
上
の

方
な
ど
の
窓
口
負
担
免
除
に
対
す
る
財
政

支
援
制
度
を
設
け
「
珠
洲
市
国
民
健
康
保

険
」「
石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
」「
協

会
け
ん
ぽ
」
な
ど
の
保
険
者
が
本
年
６
月

末
ま
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
国
か
ら
は
本
年
９
月
末
ま
で
財
政
支
援

を
延
長
す
る
と
の
連
絡
を
受
け
て
い
る
が
、

７
月
以
降
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
「
協

会
け
ん
ぽ
」
が
期
間
の
延
長
を
決
定
し
て

い
る
一
方
で
、「
石
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
」
は
医
療
給
付
全
体
の
増
加
や
、

罹
災
証
明
の
区
分
に
よ
る
不
公
平
感
を
理

由
に
免
除
措
置
の
継
続
を
し
な
い
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
財
政
は
、
こ
れ

ま
で
加
入
者
の
保
険
税
負
担
の
抑
制
に
努

め
て
き
た
が
、
発
災
以
降
、
１
人
あ
た
り

医
療
費
の
増
加
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
今

年
度
、
保
険
税
を
引
き
上
げ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
な
お
、
収
支
の
均
衡
を
図
る
財
源
と
な

る
基
金
残
高
も
、
令
和
５
年
度
か
ら
急
激

に
減
少
し
て
お
り
、
今
年
度
末
に
は
約

２
億
７
千
万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
免
除
期
間
を
延
長
し
た
場
合
、
窓
口
負

担
免
除
に
係
る
国
民
健
康
保
険
財
政
へ
の

影
響
は
軽
微
だ
が
、
今
後
、
石
川
県
か
ら

示
さ
れ
る
事
業
費
納
付
金
の
増
加
に
よ
っ

て
、
保
険
税
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
に
つ

な
が
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。

　
ま
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に
つ
い
て

も
、
医
療
費
と
同
様
に
免
除
措
置
が
あ
る

が
、
６
月
末
で
終
了
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
免
除
期
間
の
延
長

に
つ
い
て
は
、
過
去
の
熊
本
地
震
等
の
事

例
も
参
考
に
し
つ
つ
、
各
保
険
者
間
と
の

整
合
性
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
将
来

負
担
等
を
勘
案
し
、
７
月
以
降
は
延
長
を

行
わ
ず
、
６
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

住
宅
再
建
に
お
け
る
建
築
費
高
騰
へ
の
対

応
　

建
築
費
が
高
騰
す
る
中
、「
住
ま
い
の

再
建
」
を
促
進
し
、
市
民
の
皆
様
に
本
市

で
暮
ら
し
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
内

で
新
築
又
は
大
規
模
修
繕
さ
れ
、
い
ず
れ

も
８
０
０
万
円
以
上
の
費
用
を
要
す
る
世

帯
を
対
象
と
し
た
「
珠
洲
市
住
ま
い
再
建

支
援
金
交
付
事
業
」
や
、
ご
自
宅
の
罹
災

証
明
の
被
害
区
分
が
準
半
壊
又
は
一
部
損

壊
で
、
日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
部
分

を
修
繕
又
は
模
様
替
え
さ
れ
、
準
半
壊
で

１
０
０
万
円
以
上
、
一
部
損
壊
で
20
万
円

以
上
の
費
用
を
要
す
る
世
帯
を
対
象
と
し

た
「
珠
洲
市
住
ま
い
修
繕
支
援
金
交
付
事

業
」
な
ど
を
創
設
し
て
き
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
被
災
宅
地
の
復
旧
や
地
盤

改
良
、
住
宅
基
礎
の
傾
斜
修
復
な
ど
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
す
る
「
珠
洲
市

被
災
宅
地
等
復
旧
支
援
事
業
」
に
つ
い
て

は
、
石
川
県
の
制
度
に
市
独
自
で
上
乗
せ

し
、
上
限
額
９
５
８
万
３
千
円
に
拡
充
し
、

昨
年
１
月
１
日
ま
で
遡
及
し
対
応
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
業
界
の
人
手
不
足
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
、
関
係
機
関
に
対
し
て
、
対
策
を

講
じ
る
よ
う
、
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
自
宅
や
空
き
家
を
公
費
解
体
せ

ず
、
修
繕
し
て
住
み
た
い
、
ま
た
は
他
者

に
譲
っ
て
宿
泊
施
設
な
ど
に
活
用
で
き
な

い
か
な
ど
の
ご
意
向
に
対
し
、
石
川
県
で

は
、
一
般
社
団
法
人
能
登
復
興
建
築
人
会

議
や
一
般
社
団
法
人
全
国
古
民
家
再
生
協

会
等
民
間
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
な
ど
の
事
業

と
し
て
、
被
災
古
民
家
の
保
存
、
活
用
に

向
け
た
調
査
や
、
相
談
窓
口
を
開
設
す
る

な
ど
、
建
物
の
修
繕
や
売
却
、
貸
出
し
な

ど
、
解
体
以
外
の
選
択
肢
に
つ
い
て
検
討

い
た
だ
く
体
制
も
整
え
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
、珠
洲
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や「
広

報
す
ず
」、
珠
洲
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
住

ま
い
の
相
談
会
な
ど
を
通
し
て
、
制
度
の

周
知
を
図
り
、
住
ま
い
の
再
建
や
修
繕
・

利
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

長
期
避
難
指
示
発
令
地
域
の
今
後

　
発
災
か
ら
間
も
な
く
１
年
半
と
な
る
今
、

「
新
た
な
ま
ち
の
か
た
ち
」
を
地
域
の
皆

様
と
と
も
に
迅
速
か
つ
丁
寧
に
固
め
、
具

体
的
に
進
め
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
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と
考
え
て
い
る
。

　
市
内
10
地
区
を
24
地
区
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
や
集
落
単
位
で
、
復
興
公
営

住
宅
の
建
設
候
補
地
も
含
め
た
「
新
た
な

ま
ち
の
か
た
ち
」
に
つ
い
て
の
議
論
を
重

ね
て
い
た
だ
い
て
き
た
が
、
さ
ら
に
議
論

が
深
ま
る
よ
う
、
現
在
、
住
ま
い
の
再
建

の
ご
意
向
を
地
図
上
に
落
と
し
込
み
、
復

興
公
営
住
宅
の
整
備
候
補
地
や
防
災
機
能

を
高
め
る
市
道
等
の
拡
幅
箇
所
、
消
防
分

団
の
待
機
所
や
公
民
館
の
再
建
候
補
地
な

ど
の
情
報
を
追
加
す
る
作
業
を
行
っ
て
お

り
、
よ
り
「
新
た
な
ま
ち
の
か
た
ち
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
資
料
の

作
成
を
進
め
て
い
る
。

　
７
月
末
ま
で
に
は
、
資
料
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
８
月
中
に
は
、
重

点
地
区
と
位
置
付
け
て
い
る
「
鵜
飼
・
春

日
野
地
区
」、「
飯
田
地
区
」、「
正
院
地
区
」、

「
蛸
島
地
区
」
に
つ
い
て
は
、
意
見
交
換

会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
重
点

地
区
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
や
集
落
単
位
で
、
順
次
、
個
別

事
業
に
係
る
説
明
会
等
を
実
施
し
、
９
月

に
は
、
全
地
区
に
お
け
る
復
興
公
営
住
宅

の
整
備
計
画
を
具
体
的
に
お
示
し
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
大
谷
地
区
に
お
い
て
も
、
地
域
の
皆
様

の
希
望
が
芽
吹
く
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
で
、
順
次
、
説
明
会
を
実
施
し
、
本
復

旧
に
係
る
整
備
計
画
を
お
示
し
し
な
が
ら
、

並
行
し
て
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

物
価
高
対
策

　
本
市
に
お
け
る
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い

て
だ
が
、
国
の
令
和
６
年
度
補
正
予
算
に

お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等

の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
方
に

対
し
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
必
要
な

支
援
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。　

　
こ
れ
に
呼
応
し
、
本
市
で
は
、
昨
年
度
、

令
和
６
年
度
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯

に
対
し
、
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
を
支
給

す
る
こ
と
に
加
え
、
当
該
世
帯
の
18
歳
以

下
の
児
童
に
対
し
、
１
人
当
た
り
２
万
円

を
支
給
す
る
「
物
価
高
騰
対
応
低
所
得
者

支
援
給
付
金
事
業
」
を
実
施
し
、
加
え
て
、

本
市
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
令

和
６
年
度
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
を

除
く
市
民
の
皆
様
を
対
象
に
、
珠
洲
商
工

会
議
所
が
発
行
す
る
珠
洲
市
共
通
商
品
券

を
１
人
当
た
り
５
千
円
分
、
そ
の
う
ち
18

歳
以
下
の
児
童
に
対
し
て
は
１
人
当
た
り

２
万
円
分
を
配
布
す
る
こ
と
に
加
え
、
令

和
６
年
度
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
の

18
歳
以
下
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
国
の
給

付
金
の
２
万
円
に
上
乗
せ
し
、
１
人
当
た

り
１
万
円
分
を
配
布
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

５
月
31
日
現
在
、
５
、９
１
０
万
円
分

の
商
品
券
が
発
行
さ
れ
、
換
金
さ
れ
た
金

額
は
４
、３
４
８
万
６
、０
０
０
円
、
率
に

し
て
73
・
58
％
の
利
用
状
況
で
あ
る
。

　
な
お
、
商
品
券
の
使
用
期
限
は
、
本
年

７
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す

る
。

　
こ
の
ほ
か
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、

並
び
に
全
て
の
園
児
を
対
象
と
し
た
保
育

園
の
保
育
料
及
び
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度

も
全
額
を
免
除
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
後
、
国
の
物
価
高
騰
対
策
が

実
施
さ
れ
る
際
に
は
、
迅
速
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
本
市
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
や
マ
ッ
チ

ン
グ
は
、
珠
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
発
災
翌
日
に

は
珠
洲
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
、
２
月
３
日
の

活
動
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
、
延
べ
４
万
名

を
超
え
る
方
々
が
本
市
に
入
り
、
主
に
、

家
の
片
づ
け
や
家
財
の
運
び
出
し
、
泥
の

除
去
、
災
害
ご
み
の
運
搬
な
ど
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た

全
て
の
方
々
に
、
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
る
。

　
昨
年
元
日
の
能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年

５
か
月
余
り
、
９
月
の
奥
能
登
豪
雨
か
ら

９
か
月
近
く
が
経
過
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
依
頼
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
珠
洲
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
依
頼
の
受
付
締
切
日
を
６
月

20
日
に
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
再
度
、
協

議
し
た
と
こ
ろ
、当
面
の
間
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
依
頼
受
付
を
延
長
す
る
こ
と
と
し
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
依
頼
の
受
付
締
切
日
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ご
依
頼
状
況
を
踏
ま
え
て
、
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
活
動
等
に
ご
協
力
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
石
川
県

に
お
い
て
、
昨
年
４
月
か
ら
「
能
登
農
林

水
産
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
実
施
い
た
だ

い
て
い
る
し
、
本
年
５
月
に
は
、「
祭
り

お
助
け
隊
」
制
度
が
創
設
さ
れ
て
お
り
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

地
域
と
継
続
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
関

係
人
口
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
し
て
い

る
。

　
現
在
、
全
国
の
自
治
体
か
ら
多
く
の
応

援
職
員
を
派
遣
い
た
だ
き
な
が
ら
復
旧
・

復
興
に
向
け
、
鋭
意
、
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
段
階
で
受
け
入
れ
部

署
や
、
受
け
入
れ
窓
口
等
を
設
置
す
る
こ

と
は
難
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
交
流
人

口
や
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
移
住
・
定
住
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
は
、
本
市
の
復
興
に
と
っ
て
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
各
種
支
援
制
度
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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今
月
の
お
知
ら
せ

August
8
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今
月
の
納
期

市
・
県
民
税 

第
２
期

国
民
健
康
保
険
税 

第
２
期　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

第
５
期

納
期　
９
月
１
日（
月
）

　
災
害
な
ど
の
発
生
時
、Ｊ
ア
ラ
ー

ト
に
よ
る
緊
急
情
報
を
確
実
に
伝

え
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
を

使
っ
た
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
日
時　
８
月
20
日（
水
）11
時

　
【
問
い
合
わ
せ
】

■
危
機
管
理
室☎（

８
２
）７
７
２
５

防
災
行
政
無
線

試
験
放
送

   

案
内
・
お
知
ら
せ

▽
第
１
回
テ
ー
マ　
「
地
区
防
災
計

画
」

▽
日
程　
８
月
31
日（
日
）

14
時
～
16
時

▽
場
所　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

新
館　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
金

沢
市
）

▽
対
象
者　
防
災
士
・
防
災
士
に
興

味
の
あ
る
方

▽
申
込
締
切　
８
月
22
日（
金
）

　
【
問
い
合
わ
せ
】

■
危
機
管
理
室

☎（
８
２
）７
７
２
５

防
災
士

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　
陶
芸
セ
ン
タ
ー
で
は
、
珠
洲
焼

の「
壁
飾
り
作
り
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

▽
日
時　
８
月
17
日（
日
）

　　
　
　
９
時
～
12
時

▽
場
所　
陶
芸
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費　
１
、５
０
０
円

▽
定
員　
24
名

▽
申
込
期
間　
８
月
１
日（
金
）～

　
　
　
　
　
　
　
　
～
16
日（
土
）

▽
そ
の
他　
汚
れ
て
も
い
い
服
装

　

ま
た
は
エ
プ
ロ
ン
を
着
用
し
、

　
手
拭
き
タ
オ
ル
を
持
っ
て
き
て

　
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
】

■
陶
芸
セ
ン
タ
ー☎（８

２
）３
２
２
１

珠
洲
焼
の
壁
飾
り
作
り

  

講
座
・
教
室

「
オ
ヤ
ジ
ず
む
」

ほ
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス

「
夏
の
ヨ
ガ
教
室
」

▽
対
象　
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
男

性▽
日
時　
８
月
25
日（
月
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

▽
内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ガ

▽
講
師　
村
上
デ
ビ
氏

▽
場
所　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
和

室▽
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
お
よ

び
バ
ス
タ
オ
ル
（
各
１
枚
）

▽
参
加
費　
無
料　

▽
定
員　
20
名

▽
申
込
期
限　
８
月
21
日（
木
）

※
参
加
者
に
は
元
気
ポ
イ
ン
ト
10

ポ
イ
ン
ト
進
呈

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

■
福
祉
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室

　
　
　
　
☎（
８
２
）７
７
４
６

　
今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠

牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て

改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
し
、
戦
没

者
な
ど
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

を
支
給
し
ま
す
。

日
ま
で

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係

　
　
　
　
　
☎（
８
２
）７
７
４
９

▽
支
給
対
象
者　
令
和
７
年
４
月

１
日
時
点
で
、「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」な
ど
を
受
け
る
人（
戦
没
者

の
妻・父
母
な
ど
）が
い
な
い
場
合
、

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
に
次
の
順
序
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑴
令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
方

⑵
戦
没
者
な
ど
の
子
ど
も

⑶
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生

計
関
係
を
有
し
て
い
る
な
ど
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
、
な
ど
に

よ
り
順
序
が
入
れ
替
わ
り
ま
す

⑷
上
記
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
三

親
等
内
の
親
族（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
人
に
限
り
ま
す

▽
支
給
内
容　
額
面
27
万
５
千
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債

▽
請
求
期
間　
令
和
10
年
３
月
31

戦
没
者
な
ど
の

ご
遺
族
の
み
な
さ
ま
へ

第
12
回
特
別
弔
慰
金
支
給

■堺陵東ライオンズクラブ
　（教育委員会事務局）
　図書カード 200 万円相当
■株式会社アルボカンパニー
　（つばき保育園）
　ままごとキッチン・タブレット台
　ほか
■関川　甚三（総合病院）
　ポータブルトイレ、歩行器

ご厚志ありがとうございます
７月 15 日 受付分まで         　（敬称略）
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　企画・運営、当日の司会進行を行う実行
委員を募集します。「自分たちの手で思い
出に残る式典にしたい」という思いあふれ
る 20 歳のみなさんをお待ちしています。
■申し込み・問い合わせ
　教育委員会事務局生涯学習係
　☎（８２）７８２６

珠洲市 二十歳（はたち）のつどい
令和８年１月 11 日（日）開催

実行委員募集！

▽
区
分  

男
性
警
察
官
Ｂ
、

　
武
道
指
導
Ｂ
、
女
性
警
察
官
Ｂ
、

　
サ
イ
バ
ー
・
デ
ジ
タ
ル
Ｂ

▽
受
付
期
間　
７
月
28
日（
月
）

　
～
８
月
29
日
（
金
）

▽
受
験
資
格　
平
成
２
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
20
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
。（
大
学
卒
業
ま

た
は
令
和
８
年
３
月
ま
で
に
大
学

卒
業
見
込
み
の
方
は
除
く
）

▽
試
験
日　
［
第
１
次
］９
月
21
日

（
日
）、［
第
２
次
］
11
月
上
旬

▽
区
分  

警
察
行
政
職
員
（
大
卒

の
方
は
除
く
）

▽
受
付
期
間　

７
月
28
日（
月
）

～
８
月
29
日（
金
）

▽
受
験
資
格　
大
学
卒
業
及
び
令

和
８
年
３
月
ま
で
に
卒
業
鋳
込
み

の
方
を
除
き
、
平
成
15
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
20
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
。

▽
試
験
日
　［
第
１
次
］９
月
28
日

（
日
）、［
第
２
次
］10
月
下
旬

　
【
問
い
合
わ
せ
】

■
珠
洲
警
察
署 ☎（

８
２
）０
１
１
０

▽
対
象　
奥
能
登
２
市
２
町
に
在

　
住
で
18
歳
以
上
の
方

▽
運
行
日　

○
9
月
13
日（
土
）金
沢
コ
ー
ス
①

　
鑑
賞
と
体
験
で
心
と
身
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
（
県
立
美
術
館
・
自

然
史
資
料
館
）

○
９
月
30
日（
火
）能
登
コ
ー
ス

　
今
行
け
る
能
登
の
施
設
（
輪
島

漆
芸
技
術
研
修
所
・
能
登
空
港
・

七
尾
鹿
島
消
防
本
部
・
の
と
鉄
道

「
震
災
語
り
部
観
光
列
車
」）

○
10
月
22
日（
水
）金
沢
コ
ー
ス
②

　
し
い
の
き
迎
賓
館
で
ラ
ン
チ
と

水
引
ぽ
ち
袋
体
験
（
し
い
の
き

迎
賓
館
・
い
し
か
わ
生
活
工
芸

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

▽
定
員　
各
コ
ー
ス
40
名
（
申
し

　
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
参
加
費　
各
施
設
見
学
料
・
昼

　
食
代
・
保
険
料

▽
受
付
期
限　
８
月
13
日（
水
）

▽
申
込
方
法　
は
が
き・Ｆ
Ａ
Ｘ・

　
電
子
申
請
の
い
ず
れ
か
で
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。（
１
通
に
つ

　
き
４
人
ま
で
）

県
政
学
習
バ
ス（
個
人
）

参
加
者
を
募
集

   
募
集

　
【
問
い
合
わ
せ
】

■
奥
能
登
総
合
事
務
所
企
画
振
興
課

〒
９
２
９ｰ

２
３
９
２　

輪
島
市
三
井
町
洲
衛
10
部
11
番
１

☎
０
７
６
８
（
２
６
）
２
３
０
３

　
０
７
６
８
（
２
６
）
２
３
０
５

ＦＡＸ

石
川
県
警
察
官

・
警
察
行
政
職
員

採
用
候
補
者
試
験

　
石
川
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学

校
（
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
石
川
）

で
は
、
企
業
で
即
戦
力
と
な
る
テ

ク
ニ
シ
ャ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育

成
し
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
多

く
の
県
内
優
良
企
業
に
就
職
し
、

も
の
づ
く
り
産
業
を
支
え
て
い
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

魅
力
を
お
伝
え
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
！

▽
日
時　

　
○
８
月
23
日
（
土
）

　
９
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～
15

時
30
分

▽
場
所　

　
北
陸
職
業
能
力
開
発
大
学
校

　
（
富
山
県
魚
津
市
）

▽
内
容　
学
校
説
明

　
　
　
　
施
設
見
学

　
　
　
　
体
験
授
業
な
ど

　
【
問
い
合
わ
せ
】

■
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
石
川
学
務
援
助
課

 

☎
０
７
６
５（
２
３
）０
１
６
９

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
石
川

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

詳しくは
こちら

▽
受
験
資
格　

　
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

お
よ
び
令
和
８
年
３
月
ま
で
に
高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
方

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

８
月
21
日（
木
）～
９
月
８
日（
月
）

▽
試
験
日

　
第
一
次
試
験

　
10
月
25
日(

土)

・
26
日(

日)

　
第
二
次
試
験

　
12
月
12
日(

金)

【
問
い
合
わ
せ
】

■
能
登
海
上
保
安
署　

☎
０
７
６
８（
６
２
）３
１
１
８

■
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課

☎
０
２
５（
２
８
５
）０
１
１
８

☎
０
１
２
０（
４
４
４
）５
７
６

海
上
保
安
大
学
校
学
生

を
募
集

詳しくは
こちら

  

イ
ベ
ン
ト

　
い
ろ
い
ろ
な
楽
器
を
練
習
し
て
、

ラ
ポ
ル
ト
す
ず
の
大
ホ
ー
ル
で
演

奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時　
８
月
３
日（
日
）

 

13
時
30
分
～  

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

 

14
時
～  

楽
器
体
験
・
演
奏
練
習

 

15
時
～  

み
ん
な
で
演
奏
会

▽
場
所　
ラ
ポ
ル
ト
す
ず

▽
参
加
費　
１
０
０
円

▽
そ
の
他　
年
齢
や
経
験
は
問
い

ま
せ
ん
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】

■
ラ
ポ
ル
ト
す
ず☎（８

２
）８
２
０
０

ブ
ラ
ス
に
挑
戦

　
楽
器
で
あ
そ
ぼ
う
！
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令
和
５
年
奥
能
登
地
震
か
ら
の

復
興
を
目
指
し
、
祭
り
好
き
の

人
々
は
、
祭
り
を
成
功
さ
せ
復
興

の
道
を
歩
み
始
め
た
。
そ
ん
な
中
、

珠
洲
市
を
再
び
地
震
が
襲
う
。
こ

の
映
画
は
、
度
重
な
る
災
害
で
も

立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
人
々
や
、

町
の
再
生
を
取
材
し
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。

▽
日
時　
８
月
31
日（
日
）

映
画
「
凪
が
灯
る
こ
ろ
」

特
別
上
映
会

▽
日
時　
９
月
21
日（
日
）

　
開
場 

13
時
30
分　
開
演 

14
時

※
15
時
～
ロ
ビ
ー
で
サ
イ
ン
会
・

握
手
会

▽
場
所　
ラ
ポ
ル
ト
す
ず

▽
料
金　
無
料

▽
申
込
方
法　
メ
ー
ル
に
て
受
け

付
け
（
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、

人
数
を
記
載
し
左
記
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
へ
送
信
）

　

hall@
city.suzu.lg.jp

石
川
、能
登
を
勝
手
に
応
援
！

泉
谷
し
げ
る 

能
登
半
島
地

震
・
豪
雨
被
災
者 

市
民
応
援

無
料
コ
ン
サ
ー
ト

［
開
場
］
13
時
30
分

［
開
演
］
14
時

▽
場
所　
ラ
ポ
ル
ト
す
ず

▽
そ
の
他　
入
場
無
料
で
、
全
席

自
由

　
【
問
い
合
わ
せ
】

■
ラ
ポ
ル
ト
す
ず

☎（
８
２
）８
２
０
０

　
俳
優
・
映
画
監
督
と
し
て
活
躍

す
る
斎
藤
工
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
、

日
本
中
を
旅
す
る
移
動
映
画
館

▽
日
時　
10
月
４
日（
土
）

 

14
時
～
18
時  

▽
場
所　
ラ
ポ
ル
ト
す
ず

▽
定
員　
４
０
０
人

▽
内
容　
映
画
上
映
や
お
笑
いLIVE

な
ど
（
企
画
内
容
は
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

※
募
集
開
始
・
募
集
方
法
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
内
容
の
詳
細
は
今
後
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
公
式
ラ
イ
ン
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】

■
ラ
ポ
ル
ト
す
ず☎（８

２
）８
２
０
０

『ciném
a bird 

in 
石
川
県
奥
能
登
』 

開
催

●●児児
じどうじどう

童童・・生生
せいとせいと

徒徒のみなさんへのみなさんへ
　「学

がっこう
校でいじめを受

う
けている…。先

せんせい
生や親

おや
に言

い
えない…。だれに相

そうだん
談したらいいか分からない…。」

　そんな苦
くる

しみを抱
かか

えていたら、１人で悩
なや

まず電
でんわ

話してください。みなさんの話
はなし

を聞
き

いて、一
いっしょ

緒に考
かんが

えます。
秘
ひみつ

密は守
まも

ります。メールでの相談は、法
ほうむしょう

務省のホームページで 24 時
じかん

間受
う

け付
つ

けています。

●保護者のみなさんへ●保護者のみなさんへ
　いじめや不登校、親による虐待など子どもをめぐる人権問題は、周囲の目につきにくいところでおきていま
す。被害者である子ども自身も、誰かに訴える力がなかったり、身近に相談できる大人がいない場合が少なく
ありません。
　「子どもの人権 110 番」は、このような子どもの発する信号をいち早くキャッチし、解決に導くための相談
窓口です。相談は金沢地方法務局（土、日は名古屋法務局）で、人権擁護委員・人権擁護事務担当職員が受け付
けます。相談内容の秘密は守ります。

検
けんさく
索子どもの人権110番

■■無無
むりょうそうだんでんわむりょうそうだんでんわ

料相談電話料相談電話　☎０１２０（００７）１１０
■■強強

きょうかしゅうかんきょうかしゅうかん
化週間化週間のの電電

でんわうけつけじかんでんわうけつけじかん
話受付時間話受付時間　８月 27 日（水）～９月２日（火）　毎日８時 30 分～19 時

※ただし、8 月 30 日（土）、31 日（日）は10 時～17 時です

「こどもの「こどもの人人
じんけんじんけん

権権相相
そうだんそうだん

談談」」強強
きょうかしゅうかんきょうかしゅうかん

化週間化週間
1 人で1 人で悩悩

なやなや
まないで！まないで！

　
市
営
野
球
場
の
大
規
模
改
修
工

事
の
完
成
を
記
念
し
て
飯
田
、
星

稜
、
日
本
航
空
高
校
石
川
の
３
校

が
交
流
試
合
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　
８
月
30
日（
土
）

９
時
～

　
セ
レ
モ
ニ
ー

９
時
20
分
～

　
飯
田
高
校　
対　
星
稜
高
校

12
時
20
分
～

　
日
本
航
空
高
校
石
川　
対　
星
稜
高
校

▽
場
所　
珠
洲
市
営
野
球
場

▽
料
金　
無
料

▽
申
込　
不
要

　
【
問
い
合
わ
せ
】

■
教
育
委
員
会
事
務
局

☎（
８
２
）７
８
２
６

珠
洲
市
営
野
球
場

改
修
完
成
記
念

交
流
試
合
開
催

▽
申
込
期
間　
８
月
17
日
（
日
）

17
時
ま
で

※
１
応
募
に
つ
き
２
名
ま
で
受
付

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
当
選
者
に
は
９
月
上
旬
以
降
に

ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】

■
ラ
ポ
ル
ト
す
ず

☎（
８
２
）８
２
０
０
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～ 珠洲市民図書館 ～　

開館時間：午前９時～午後６時 30 分
休 館 日：月曜日・祝日・年末年始
               ☎（８２）３３７７

珠洲市民図書館では、さまざまな企
画を準備中。講座やイベント情報は、
図書館だよりや館内のデジタル掲示
板でお知らせしています。

　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
お
は
な
し
会
。
経
験
豊

富
な
読
み
手
に
よ
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
に
、
ひ
き
こ
ま
れ
る

こ
と
間
違
い
な
し
！

▽
日
時　
８
月
２
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～

▽
読
み
手　
「
ど
ん
ぐ
り
の
会
」

の
み
な
さ
ん

お
は
な
し
会

　

小
説
や
詩
を
耳
か
ら
味
わ
う

朗
読
会
。「
静
か
に
読
書
」
と

は
一
味
違
う
、
本
の
楽
し
み
方

を
体
感
し
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時　
８
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～

▽
読
み
手　
す
ず
朗
読
文
芸
ラ

ド
リ
オ
の
み
な
さ
ん

▽
朗
読
作
品　

　
『
８
月
の
詩
集
』
よ
り

上
映
会

「
シ
ア
タ
ー
図
書
館
」

　　
土
曜
日
は
子
ど
も
向
け
、
日
曜

日
は
大
人
向
け
を
上
映
し
ま
す
。

子
ど
も
向
け

▽
日
時　
８
月
23
日
（
土
）

 　
　
　

  

①
10
時
30
分
～

　
　
　

   

②
14
時
～

　
　
　
　
連
続
上
映
し
て
い
ま
す

▽
内
容　
「
映
画 

ざ
ん
ね
ん
な
い

き
も
の
事
典
」（
91
分
）

・
・
・
笑
っ
て
、
泣
い
て
、
親
子

で
楽
し
め
る“
い
き
も
の
”の
物
語
。

大
人
向
け

▽
日
時　
８
月
24
日
（
日
）

            

①
10
時
30
分
～

　
　
　
　
②
14
時
～

▽
内
容　
「
ラ
ー
ゲ
リ
よ
り
愛
を

込
め
て
」（

143
分
）

・
・
・
第
二
次
大
戦
後
の
シ
ベ
リ

ア
で
日
本
に
い
る
家
族
と
の
再
会

を
願
い
続
け
た
11
年
に
及
ぶ
愛
の

実
話
。

さ
さ
や
か
な
朗
読
会

え
ほ
ん
と
か
み
し
ば
い

の
よ
み
き
か
せ

　

幼
児
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ

ん
に
お
す
す
め
！ 

参
加
し
た
お
子

さ
ん
に
は
、
カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ

を
押
し
ま
す
。た
く
さ
ん
集

め
る
と
い
い
こ
と
あ
る
か
も
!?

▽
日
時　
８
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～

▽
テ
ー
マ　
『
山
』

珠洲市民図書館
知りたい！ 学びたい！

楽しみたい！ に、こたえます！

８
月
13
日
（
水
）
～
15
日
（
金
）

の
３
日
間
、
子
ど
も
向
け
映
画

の
特
別
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
３
日
間
と
も
違
う
作
品
を
上

映
し
ま
す
。

▽
上
映
時
間　

①
10
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

 

②
13
時
～　

　
　
　
　
　
　

 

③
15
時
～

何
が
上
映
さ
れ
る
か
は
当
日
の

お
楽
し
み
に
！

特
別
上
映
会

　

図
書
館
は
珠
洲
市
の
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
施
設
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
館
内
で
は
声
を
出
し
て
、

お
は
な
し
で
き
る
個
室
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
人
・

知
人
と
涼
し
い
部
屋
で
お
し
ゃ

べ
り
し
ま
せ
ん
か
？

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
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　受験申込書は、市役所総務課で交
付するほか、郵便請求やホームペー
ジからダウンロードできます。
　ホームページからダウンロードし
て印刷する際は、必ず
A4 サイズ縦の厚紙で
両面印刷してください。

試験区分 採用予定人員 受験資格

行政事務Ａ ３名程度 昭和 60 年４月２日以降に生まれた方で、大学卒の学歴を有する方または令和８年３月までに
卒業見込みの方

行政事務Ｂ ３名程度 平成２年４月２日以降に生まれた方で、高等学校または短期大学若しくは高等専門学校卒業
の学歴を有する方または令和８年３月までに卒業見込みの方 ( 行政Ａ該当者は除く )

行政事務Ｓ 若 干 名

① 昭和 60 年４月２日以降に生まれた方で、現に手話通訳士（者）の資格を有する方または
 　令和８年３月までに資格取得見込みの方
② 昭和 60 年４月２日以降に生まれた方で、現に社会福祉主事任用資格を有する方または
　 令和８年３月までに資格取得見込みの方

保 健 師 ２名程度 昭和 55 年４月２日以降に生まれた方で、現に保健師の免許を有する方または令和８年３月ま
でに免許取得見込みの方

社会福祉士 ２名程度 昭和 55 年４月２日以降に生まれた方で、現に社会福祉士の資格を有する方または令和８年３
月までに資格取得見込みの方

管理栄養士 １名程度 昭和 55 年４月２日以降に生まれた方で、現に管理栄養士の免許を有する方または令和８年３
月までに免許取得見込みの方

学 芸 員 １名程度

昭和 55 年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による大学（短期大学を除く）または大
学院で考古学またはこれに類する専門課程を履修して卒業（修了）した方または令和８年３
月までに卒業（修了）見込みの方
かつ、博物館法に定める学芸員の資格を有する方または令和８年３月までに資格取得見込み
の方

土　　　木 ４名程度

① 昭和 55 年４月２日以降に生まれた方で、大学または高等専門学校において土木技術
　 の専門課程を卒業した方または令和８年３月までに卒業見込みの方
② 昭和 55 年４月２日以降に生まれた方で、民間企業等における土木関係の職務経験（設計等）
　 の期間が５年以上の方
③ 昭和 55 年４月２日以降に生まれた方で、現に土木施工管理技士（１級または２級）
　 の資格を有する方

建　　　築 ２名程度 昭和 55 年４月２日以降に生まれた方で、現に一級若しくは二級建築士の資格を有する方また
は令和８年３月までに資格取得見込みの方

電　　　気 若 干 名

① 昭和 55 年４月２日以降に生まれた方で、大学または高等専門学校において電気技術
　 の専門課程を卒業した方または令和８年３月までに卒業見込みの方
② 昭和 55 年４月２日以降に生まれた方で、民間企業等における電気関係の職務経験（設計等）
    の期間が５年以上の方
③ 昭和 55 年４月２日以降に生まれた方で、現に電気工事施工管理技士（１級または２級）
    の資格を有する方

保　育　士 ４名程度 昭和 55 年４月２日以降に生まれた方で、現に保育士資格および幼稚園教諭免許を併有する方
または令和８年３月までに資格および免許を取得見込みの方

令和７年度令和７年度
珠洲市職員採用候補者試験珠洲市職員採用候補者試験

行政職　行政職　［［一 次 試 験一 次 試 験］］９９月月 2121 日（日）日（日）

　　　　　  ［　　　　　  ［場 　 　 所場 　 　 所］］奥能登行政センター（能登空港ターミナルビル内）奥能登行政センター（能登空港ターミナルビル内）（輪島市三井町）（輪島市三井町）

           　　           　　［［受 付 期 間受 付 期 間］］８８月月 1919 日日（火）まで（火）まで　※土日、祝日は受付していません　※土日、祝日は受付していません
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申し込み・問い合わせ 〒９２７－１２９５　珠洲市上戸町北方１字６番地の２
珠洲市役所　総務課（人事給与係）　☎０７６８（８２）７７１１

試験区分 採用予定人員 受験資格

薬剤師 １名程度 平成２年４月２日以降に生まれた方で、現に免許を有する方または令和８年３月までに免許
取得見込の方

看護師 ５名程度 昭和 50 年４月２日以降に生まれた方で、現に免許を有する方または令和８年３月までに免許
取得見込の方

臨床工学技士 １名程度 昭和 50 年４月２日以降に生まれた方で、現に免許を有し、臨床工学技士の経験を有する方

臨床検査技師 ２名程度 昭和 50 年４月２日以降に生まれた方で、現に免許を有する方または令和８年３月までに免許
取得見込の方

診療放射線技師 １名程度 昭和 50 年４月２日以降に生まれた方で、現に免許を有する方または令和８年３月までに免許
取得見込の方

理学療法士 ２名程度 平成２年４月２日以降に生まれた方で、現に免許を有する方または令和８年３月までに免許
取得見込みの方

言語聴覚士 １名程度 昭和 55 年４月２日以降に生まれた方で、現に免許を有する方または令和８年３月までに免許
取得見込みの方

社会福祉士 １名程度 平成２年４月２日以降に生まれた方で、現に資格を有する方または令和８年３月までに資格
取得見込みの方

医療職（市庁舎）・カムバック採用・公務員経験者採用　医療職（市庁舎）・カムバック採用・公務員経験者採用　
　　　　　　［　　　　　　［試 験 日試 験 日］］1111 月上旬（予定）月上旬（予定）

　　　　　　［　　　　　　［場 　 　 所場 　 　 所］  ］  珠洲市役所珠洲市役所（珠洲市上戸町）（珠洲市上戸町）

　　　　　　［　　　　　　［受 付 期 間受 付 期 間］］９９月月 3030 日（火）まで　※土日、祝日は受付していません日（火）まで　※土日、祝日は受付していません

試験区分 採用予定人員 受験資格

看 護 師 若 干 名 昭和 60 年４月２日以降に生まれた方で、現に看護師の免許を有する方
かつ、民間企業等において、主として従業員の健康管理業務に従事した期間が１年以上ある方

試験区分 採用予定人員 受験資格

行政事務
土 木
保 育 士

各 職 種
若 干 名

昭和 45 年４月２日以降に生まれた方で、①～③を全て満たす方
① 結婚、出産、育児、介護や災害による生活環境の変化などにより珠洲市職員を退職した方
② 珠洲市職員（正規職員）としての勤務経験年数が５年以上ある方
③ 平成 22 年度以降に珠洲市職員を退職した方

試験区分 採用予定人員 受験資格
行政事務
土 木
建 築
電 気

各 職 種
若 干 名

昭和 50 年４月２日以降に生まれた方で、正規職員の公務員で一般行政事務（技術職は土木、
建築または電気関係）の実務経験が５年以上ある方

医療職医療職　　［［試 験 日試 験 日］　］　９９月月 1717 日（水）日（水）

　　　　　  　　　　　  ［［場 　 　 所場 　 　 所］  ］  珠洲市総合病院珠洲市総合病院（珠洲市野々江町）（珠洲市野々江町）

　　　　　  ［　　　　　  ［受 付 期 間受 付 期 間］］８８月月 2121 日（木）まで　※土日、祝日は受付していません日（木）まで　※土日、祝日は受付していません

医療職（市庁舎）

カムバック採用

公務員経験者採用
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  児童扶養手当
ひとり親家庭などで、18 歳到達後最初の３月 31 日になるまで（一定の障がいがある場合は 20 歳
未満）の子どもを養育している方
▼次のいずれかに該当する場合も対象になります。
●父または母に重度の障がいがある　●父または母から引き続き１年以上遺棄されている
●父または母の生死が１年以上明らかでない　●父または母が裁判所からＤＶ保護命令を受けた
●父または母が法令により引き続き１年以上拘禁されている　●母が婚姻によらないで懐胎した
●母が児童を懐胎したときの事情が不明である

現況届の提出現況届の提出
児童扶養手当やひとり親家庭
等医療費助成を受けている方
は、毎年「現況届」が必要です。
■受付期間  ※土日、祝日を除く

　8 月１日（金）～ 29 日（金）
※８月１日（金）～ ８日（金）は
　受付時間を 18 時 30 分まで
　延長します。

申し込み・問い合わせ・現況届の提出
　福祉課子育て支援係（市役所１階５番窓口）　☎（８２）７７４７

区分 全部支給（月額） 一部支給（月額）
第１子 46,690 円 11,010 円～ 46,680 円

第２子以降 11,030 円を加算   5,520 円～ 11,020 円を加算

ひとり親家庭ひとり親家庭などへのなどへの支援支援

支給月（支給対象月）
５月（３～４月分）  ７月（５～６月分）
９月（７～８月分） 11 月（９～10 月分）
１月（11 ～ 12 月分）  ３月（１～２月分）

対象

令和７年４月以降の支給額

  ひとり親家庭等医療費助成
●ひとり親家庭の父または母とその子ども
●父母のいない子ども
※子どもは、18 歳到達後最初の３月 31 日になるまで（一定の障がいがある
　場合は 20 歳未満）

対象

助成額

母子父子寡婦福祉資金貸付金 自立支援教育訓練給付金高等職業訓練促進給付金

■対象
●ひとり親家庭の父または母・その
子ども　●寡婦（母子家庭の母とし
て児童を扶養していたことのある
方）　●父母のいない子ども
■貸付金の種類
事業開始資金、事業継続資金、修学
資金、技能習得資金、修業資金、就
職支度資金、医療介護資金、生活資
金、住宅資金、転宅資金、就学支度
資金、結婚資金

　資格を取得するために６か月以上
修業する場合、最大で４年間支給し
ます。（月額 70,500 円または 100,000 円）

■対象
児童扶養手当の受給者または同様の
所得水準にあるひとり親家庭の父ま
たは母
■対象になる資格
看護師、介護福祉士、保育士、社会
福祉士、理学療法士、作業療法士、
シスコシステムズ認定資格、ＬＰＩ
認定資格など

　就業に結び付く講座を受講し、修
了した場合、講座修了後に受講費用
の６割相当額（12,001 円～ 200,000 円）

を支給します。
■対象
児童扶養手当の受給者または同様の
所得水準にあるひとり親家庭の父ま
たは母
■対象になる講座
雇用保険制度の教育訓練給付の指定
教育訓練講座

貸付金や給付金の申請は、事前に相談が必要です

※所得が一定以上の場合は、支給停止になる場合があります
※届出事項に変更があった場合も手続きが必要です

※自費診療、健康診断、予防接種、文書料、入院時の食事・差額ベット代などは
　対象外
※所得が一定以上の場合は対象外

ひとり親家庭の
父または母

保険診療にかかる医療費の自己負担額１か月分
の合計から 1,000 円を差し引いた金額

子ども 保険診療にかかる医療費の自己負担額
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聞こえに不安がある人のための生活教室（参加無料）

認知症になってからも、認知症になってからも、
住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができるまちをめ住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができるまちをめざしてざして

　認知症サポーターは、なにか特別なことをする人ではありません。認知症について正しく理解し、認知症の
人やその家族を見守る応援者です。
　認知症サポーターは、認知症とともに希望を持って生きるという「新しい認知症観」に立って、認知症の人
と家族の気持ちを尊重し、自分のできる範囲でさりげなく支え合うことをめざします。

　認知症サポーターになりませんか？

　■認知症サポーターとは

　■認知症サポーターになるには？
　市で開催する「認知症サポーター養成講座」を受講することで、認知症サポーターになることができます。

　■認知症サポーター養成講座について

福祉課職員が伺い開催します。
■対　　象　市内のおおむね５人以上のグループ
■内　　容　約 90 分。
　　　　　　認知症の主な症状、認知症の人への対応のポイント、認知症の人と接するときの心がまえ、
         　　　認知症サポーターの役割　など
■申込方法　地域包括ケア推進室までご連絡ください。

　５月下旬に野々江町の「海浜あみだ湯」にて
認知症サポーター養成講座を開催しました。地
域住民の方とあみだ湯スタッフの方のご参加が
あり、認知症の症状や声をかけるときのポイン
ト等を共有しました。

　〈日常でのさまざまなサポート〉

認知症の人や
家族を温かい
目で見守る

地域の集まり
などに

認知症の人を誘う

困っている人が
いたら優しく
声をかける

■日　程
　① 9 月２日（火）10 時～ 15 時
　　　　「生活教室の説明、健康出前講座など」
　②９月 19 日（金）10 時～ 15 時
　　　　「さまざまな情報保障の紹介など」
　③ 10 月９日（木）  10 時～ 15 時
　　　　「福祉バスで行く金沢見学（ろうあハウス、
　　　　  金沢 21 世紀美術館）」
　④ 10 月 28 日（火）10 時～ 15 時
　　　　「健康に関する学びと体験（予定）」
　⑤ 11 月 14 日（金）
　　　　「あさがおハウス見学・交流。
　　　　 トレインパーク白山見学（予定）」

■場　所　奥能登行政センター（のと里山空港内）

■対　象　聞こえに不安がある方とその家族
 　　（奥能登地区在住）
■その他
●参加希望、会場への送迎を希望の方は、各回開催
　の１週間前までに下記まで申し込みください。
●９月 19 日は、専門家による「きこえの個別相談」
　を併催します。相談は、事前申し込みの方を優先
　します。

■問い合わせ　福祉課生活支援係
　　　　　　　☎（８２）７７４８  　　（８２）８１３８FAX

　■問い合わせ　地域包括ケア推進室　☎（８２）７７４６
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出場者と観覧者募集！出場者と観覧者募集！

■予選会■予選会
令和７年 10 月 25 日（土）
開　　会　12：00

令和７年 10 月 26 日（日）
開　　場　11：00
開　　演　11：50

■本選■本選
　予選を通過した 20 組程度のみなさん

　〈ゲスト〉

　

■出演者■出演者

■出場したい人■出場したい人
〈応募締切〉　
　９月８日（月）23 時 59 分

〈注意事項〉　
・応募は 1 人（組）1 件に限ります。
・応募者の中から 200 組程度を上限に選出のうえ、 前日
　の予選会にご出場いただきます。
　当選の方には予選会のご案内を 10 月８日（水）頃に
　発送します。落選された方には 10 月９日（木）15 時
　以降に、落選通知メールをお送りします。
・中学生以上の方で、原則としてアマチュアの方が対象
・グループでの参加の場合、人数は４人を上限

■観覧したい人■観覧したい人

　■ NHK 金沢放送局　☎０７６（２６４）７００１　平日　９時 30 分～ 18 時
　■ラポルトすず　☎（８２）８２００　９時～ 17 時 30 分（火曜日を除く）

■問い合わせ■問い合わせ

伍代夏子 純烈

〈司　会〉　
　二宮直輝アナウンサー

〈応募締切〉　
　９月 24 日（水）23 時 59 分

〈注意事項〉　
・応募は 1 人 1 件に限ります。
・入場整理券１枚で２人まで入場可能です。
　ただし、保護者１人につき２歳以下のお子様１人
　まで膝上観覧が可能です。
・応募多数の場合は抽選のうえ、当選された方に
　入場整理券を 10 月８日（水）頃に発送します。
　落選された方には 10 月９日（木）15 時以降に、
　落選通知メールをお送りします。

ラポルトすず
珠洲市多目的ホール

■会場■会場

※予選会は事前の申し込みは不要。混雑の状況
　により入場を制限する場合があります。

詳細は
こちら出場・観覧は無料ですが、事前の申込みが必要です。

以下の NHK サイトの専用申し込みフォームから申し込みください
（電話や郵便はがきでの申し込みは受け付けておりません。）

〈PC・スマホ〉https://www.nhk.or.jp/kanazawa/getevent/
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　こんにちは。金沢大学能登学舎の中村です。
　三伏の候、暦の上ではもうすぐ秋に入りますが、厳しい
暑さが続いています。昼間にのんびり外出するのは少し難
しいかもしれません。
　6 月頃から珠洲の海岸にやって来る、ちょうちょ、アサ
ギマダラ。「浅葱色のまだら模様のチョウチョ」です。珠
洲市内を含む能登半島には海岸に、アサギマダラが好きな
海辺の植物（スナビキソウ）がたくさんありますので、そ
の蜜をお目当てに来るアサギマダラを見ることができます。
アサギマダラは日本全土、朝鮮半島、中国、台湾、ヒマラ
ヤ山脈までの地域に分布していますが、長い旅をする「渡
りチョウ」です。
　春から夏に日本列島を北上縦断して産卵、秋になると暖
かい、沖縄、台湾、中国大陸など南の方へ渡っていきます。
大きな体ではありませんが、2,500 キロ以上を移動するこ
とがわかっています。かつては「渡り」をすることはあま
りよく知られていませんでしたが、1980 年代に、たいへ
ん長い距離を移動することが確認されて話題になりました。
アサギマダラの生態や渡りの実態については、まだわかっ
てないことも多く、様々な方が調べているそうです。

▲ 2025 年 6 月　珠洲市内海岸のアサギマダラ

金沢大学金沢大学
 能登学舎の窓から 能登学舎の窓から

「渡り」と言えば、鳥を思い浮かべる方も多いかもしれません。
代表的なひとつがツバメです。ツバメは夏を日本で過ごす「夏
鳥」です。春になると、東南アジア、フィリピン、マレーシア、
インドネシアなど南から日本へやってきます。海を越え、沖
縄を経て、3 月ごろ九州に姿を見せ、暖かくなるのにともなっ
て北上し、各地で子育てを行います。ツバメの巣作り、子育
てには、田んぼや沼地があって、生き物が多くいる環境が適
していると考えられます。また、同時に人家や、人の出入り
の多い建物を選んで営巣しますので、人とも協力関係にある
と言えるかもしれません。都会では巣を作る場所が少なくな
り、ツバメに来てもらうための対策を検討しているところも
あるようです。はるか南からやってくるツバメたちがこれか
らも自由に飛び回っている姿を毎年見られるように願います。
　鳥と言えば、この春、珠洲市を含む奥能登の何カ所かでコ
ウノトリが営巣したことが話題になりました。国の特別天然
記念物コウノトリ、2005 年 9 月に放鳥を開始して 20 年に
なるそうですが、数が増えるとともに生育範囲も広がり、今
年 2025 年 6 月に野外生息数が全国で 500 羽を超えたそう
です（兵庫県立コウノトリの郷公園）。鳥やチョウなどを含
む生き物たちは、自分たちで快適な場所を選んで飛んでいく

（移動する）とともに、長い年月を経て獲得した習性で生き
ていますが、それぞれについては知られていないことも多い
ようです。ひとつひとつの命を尊重して、私たちを含む多く
の生き物が気持ちよく楽しい地域環境を目指していきたいも
のです。
　・・気になることがあったら、みんなで一緒に考えましょう。
能登学舎にも、ぜひ遊びにいらしてください。

●中村華子【なかむら  はなこ】
金沢大学先端科学・社会共創推進
機構特任准教授。専門は森林科学

（造林学・治山緑化工学）。2024
年 9 月より金沢大学能登学舎。山
地や森林、海岸植物の変化や長期
的な推移に関心を持っています。

の動き
 （６月 30 日現在）

（住民基本台帳人口）

６月の動き
　前月比

世帯数 5,367 世帯 （－ 19） 転入 20 人
人口 10,881 人　  （－ 52） 転出 57 人
男性 5,152 人　  （－ 22） 出生 2 人
女性 5,729 人　  （－ 30） 死亡 17 人

   （６月16日～７月15日受付分・敬称略）

鍛治　徹 （長橋町） 喜多　友美 （白山市）

（赤ちゃん） （性別） （両親） （住所）

大工　凌
り く お う

久央 （男） 達也・万由佳 野々江町

岡村　一樹（正院町） 富田　風華 （正院町）

ほか１組

ほか１名
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【コーナー説明】市内の小・中・義務教育学校では、北國新聞社・珠洲支局の方から、新聞・記事の読み方や伝わりやすい書き方を学んでいます。
「小中学生がつなぐ連載コーナー」では、学んだことを生かして作成した学校紹介（全 11 校分）を掲載します。

 

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
人
」

珠
洲
に
人
を
集
め
る
た
め
に

　

そ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
る
た
め
、

「
な
ぜ
金
沢
に
人
が
集
ま
る
の

か
」
を
テ
ー
マ
に
六
月
十
日
、
金

沢
各
所
で
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

 

最
も
ア
ツ
い
芸
術
祭
に
！

　

21
世
紀
美
術
館
は
、
老
若
男
女

い
ろ
い
ろ
な
人
が
、
様
々
な
所
か

ら
来
て
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
カ
フ
ェ
や
託
児
所
な
ど
、
芸

術
を
楽
し
む
以
外
の
多
様
な
空
間

が
あ
り
、
子
連
れ
の
家
族
も
ゆ
っ

た
り
で
き
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
う
し
た
工
夫
が
、
沢
山

の
人
が
訪
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る

の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
は
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
地
震
で
珠
洲
を

知
っ
て
い
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

僕
た
ち
は
、
今
、
珠
洲
の
知
名
度

は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
急
上
昇
し
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

次
の
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
は
、
地

震
後
の
珠
洲
で
開
か
れ
る
初
の
大

型
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
注
目
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
芸
術
祭
で
珠
洲
へ
訪
れ
て
も

ら
っ
て
、
珠
洲
の
魅
力
に
触
れ
て

も
ら
え
ば
、
珠
洲
の
活
気
も
増
え

る
と
思
い
ま
す
。

 

美
し
く
使
い
や
す
い
県
立
図
書
館

　

県
立
図
書
館
は
、
外
国
の
方

や
、
子
ど
も
、
県
外
か
ら
の
多
く

の
人
が
利
用
し
て
い
て
、
様
々
な

形
態
の
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
た

り
、
子
ど
も
が
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス

が
あ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に

と
っ
て
使
い
や
す
い
場
所
な
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
珠
洲
の
イ

メ
ー
ジ
を
聞
く
と
、
塩
や
見
附
島
、

灯
台
、
珠
洲
焼
、
海
岸
沿
い
の
綺

麗
な
景
色
な
ど
の
い
い
イ
メ
ー

ジ
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
、
地
震
な
ど
の

イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
、
沢
山
の
人
に

珠
洲
を
訪
れ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

防
災
へ
の
対
策
を
し
っ
か
り
と
行

い
、「
珠
洲
が
安
全
な
場
所
」
で
あ

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
び
を
活
か
し
て
、
今

後
も
珠
洲
の
復
興
に
向
け
て
探
究

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

小
中
学
生
が
つ
な
ぐ
連
載
コ
ー
ナ
ー

　
復
旧
・
復
興
新
聞

 

和
と
モ
ダ
ン
が
交
わ
る
街

　

ひ
が
し
茶
屋
街
は
、
古
風
な
文

化
と
写
真
映
え
す
る
食
べ
物
や
ス

ポ
ッ
ト
が
混
ざ
り
合
っ
て
、
と
て

も
魅
力
的
で
し
た
。
最
新
ス
イ
ー

ツ
や
『
映
え
』
ス
ポ
ッ
ト
を
楽
し

む
若
者
か
ら
、
歴
史
を
感
じ
に
来

た
大
人
ま
で
、
国
内
外
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
と
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
が
き
っ
か
け
で
茶
屋
街
に
来

た
と
い
う
声
も
多
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

珠
洲
の
昔
な
が
ら
の
文
化
と
町
並

み
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
人
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。

  ＃２  緑丘中学校新聞　緑丘中学校　２年生
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　このコーナーでは市内に住む小学校入学前のお子さんの写真を募集します。お子さんの写真（データ推奨）に以下を添えて、
ご応募ください。
①お子さんの氏名（ふりがな）　②誕生日　③性別　④住所　⑤電話番号　⑥ 40 字以内のコメント　
※次回は９月号の掲載になります。８月７日（木）までにご応募ください
※応募多数の場合は掲載が次の号になることがあります

《メールでの申し込み》　koho-kocho@city.suzu.lg.jp
《 郵 送 での申し込み》　〒 927-1295　珠洲市役所総務課情報統計係　☎（８２）７７１５

掲載希望者募集中！掲載希望者募集中！

令和７年度

復興・珠洲の夏まつり

（第56回 珠洲まつり）

太鼓と踊りの夕べ　
  ８月 14日（木）珠洲市営野球場

宝立七夕キリコまつり
　　  ８月２日（土）見付公園駐車場


